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土曜・休日の部活動の段階的な地域移行について

～運動部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要～

運動部活動の地域移行に関する検討会議

スポーツ庁

令和４年６月６日
運動部活動の地域移行に関する

検討会議提言

※文化部についても同様の提言の準備が進んでいます。
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国は部活動という制度をどんな風にしようとしているのか？

地域人材が担う

地域単位

教職員が担う

学校単位
大改革
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提言のポイント

まず、休日の部活動を 段階的に

目標は、令和５年度から７年度の間に

地域に移行する。

その次に、平日も含めた部活動全体を地域に移行して展開する。

※すぐに学校から部活動が消えるわけではありませんが、近い将来のイメージは、子どもたち
のスポーツや文化活動を地域が担う、ということが書かれています。

なぜこの検討会議が作られたのか？

部活動のいいところ

・人間関係の構築
・自己肯定感の高揚
・一体感の醸成
・生徒指導上の効果

など、たくさんの効果

部活動の課題

・少子化で教職員の数が減少
・経験のない競技の顧問
・土日の大会への引率
・大会の運営にも関わらないといけない
・結果、教職員の長時間勤務の一因
などの課題

子どもたちが、継続してスポーツや文化活動に親しめる環境を確保
していくためにはどうしたらいいのか？

どう解消するか

R3年8月 運動部活動の地域移行に関する検討会議 提言（R4.6.6）
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国はこの改革によってどんな姿を描いているのか？

子どもたちは、
さまざまな選択肢の中から、スポーツや文化活動の機会を選択できる。

教職員は、
部活動に注いでいた時間を、教科の指導や子どもたちと向き合う時間に充
てることができる。

地域は、
指導者が充実し、子どもから大人も含めたスポーツ環境が整うことで、地
域のつながりや活気が期待できる。

少し具体的なイメージ

実施主体

特定の種目に専念するだけでなく、体験教室やレクリエーショ
ン活動、複数の種目を経験できる活動など

統合型スポーツクラブやスポーツ少年団、クラブチーム、プロ
スポーツチーム、民間事業者、地域の文化芸術団体、保護者会
など

活動内容

既存のスポーツ・文化団体の施設や、公共施設、学校施設の活
用など

活動場所
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これを実現するためには、たくさんの課題が・・・

地域団体
等の整備
充実

・受け皿となるスポーツ団体等の整備充実が必要
・地域の受け皿と中学校との連携が必要ではないか？

指導者の
質・量の
確保

・地域だけで人数が確保できるのか？
・企業や大学などとの連携や人材バンクの設置などが必要ではないか？
・希望する教職員が引き続き指導できる体制が必要ではないか？

施設の確
保方策

・地域の施設だけでは不足するのではないか？
・公共施設の活用も必要ではないか？
・施設や使用の管理を誰がするか？

大会の
あり方

・大会の参加資格を学校単位しか認めていない→地域クラブもOKに
・勝利至上主義による練習の長時間化、過熱化が心配される。
・大会運営の多くを教職員が担っている。

会費の
あり方

・会費が大きな負担になると、参加を躊躇しないか？
・経済的な負担を減らす制度が必要ではないか。

保険の
あり方

・安心して、地域でスポーツや文化活動に参加できるよう、ケガ等を
しても十分な補償を受けられるようにする必要がある。

人材や受け皿になり得る団体など、地域の資源それぞれ
なので、地域の実情に応じて進めていくことになってい
ます。
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多可町内の中学校の状況

統合までは、現在ある部活動を存続させるよう努力
部員０人でも、他校に部員がいる場合は廃部ではなく「休部」

1校でチーム編成ができない場合は、合同チームを編成する。
ただし、合同による練習は、土日のどちらか1日とし、平日の活

動は各学校で工夫する。
練習会場までの移動手段は各自（家庭）とする。

部活動指導員など、外部人材も活用しながら現在の部活動を維持
する努力

今後、この提言を元に、より具体的な情報が出されると思
われます。
多可町には、「どういう形がふさわしいのか」を、学校や

保護者の皆さま、また地域の受け皿になってほしい方々とと
もに考えていかなければ、この改革はうまくいかないと思っ
ています。
まずは、この改革の主役である「子どもたち」をはじめ、

関係者の方々から広く意見を聞き、どんな希望や不安がある
のかを把握した上で、協議の場を立ち上げ、進めていきたい
と考えています。
何よりも、子どもたちが輝けるような体制を作っていきた

いと思いますので、ご協力をお願いします。


